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喜茂別町は自然に恵まれたところです。北海道で最初に全国「水の

郷」百選に指定された美しい水のまち、そして、えぞ富士とよばれる

羊蹄山をはじめ緑豊かな山岳景観に抱かれ、尻別川や喜茂別川の

清流がせせらぎを奏でる。そんな風景がわたくしたちのまちの自慢

となっています。

このような恵まれた自然環境を誇りながら、喜茂別町は、札幌市を

中心とする道央経済圏の南西部に位置する利点をも併せ持ってい

ます。札幌市や新千歳空港へは車で90分程度。豊かな自然と都市

近接が理想的にかなえられた立地であることはまさに特筆すべき

点です。

また、数々の清流に恵まれ、その流域は昔から北海道有数の農業

地帯として発展を遂げ、アスパラガスや馬鈴薯の名産地としてもそ

の名を広めておりました。川を身近にした暮らしですから、もちろん

そこには自然に関わる数々の困難や試練もありましたが、先人たち

のたゆまぬ努力と郷土を愛する一途な思いにより、それを乗り越え

発展を続けてまいりました。

清らかに流れる川に自然の優しさ、時に厳しさを教えられながら、

何よりも未来ある子どもたちが豊かな心と大きな夢に出会えるまち

であることを大切に考え、わたくしたちはこれからも「人と自然がき

らめく」まちづくりに邁進してまいります。

ごあいさつ

町　長　菅原章嗣
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尻
別
川
や
喜
茂
別
川
な
ど
大
小
41
の
川
が
流
れ
る
喜
茂
別
は
、清
流
と

水
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
ま
ち
。自
然
と
の
共
生
を
め
ざ
し
、だ
れ
も
が
川

に
親
し
め
る
よ
う
取
り
組
み
、道
内
で
も
っ
と
も
早
く
環
境
庁
か
ら「
水

の
郷
」の
指
定
を
受
け
た
ま
ち
で
す
。

羊
蹄
山
や
尻
別
岳
な
ど
、す
ば
ら
し
い
景
観
に
恵
ま
れ
た
喜
茂
別
は
、

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
た
く
さ
ん
あ
る
ま
ち
。え
ぞ
富
士
と
呼
ば
れ
る
羊

蹄
山
の
四
季
折
々
の
雄
姿
を
眺
め
ら
れ
る
、自
分
だ
け
の
お
気
に
入
り

の
場
所
が
み
つ
か
る
ま
ち
で
す
。

緑
に
囲
ま
れ
、森
林
浴
や
野
鳥
観
察
も
楽
し
め
る
喜
茂
別
は
、ア
ー
ト
な
ま
ち
。「
道
の
駅　

望
羊
中
山
」に
隣
接
す
る「
中
山
峠　

森
の
美
術
館
」で
は
北
海
道
の
魅
力
を
堪
能
で
き
、そ

の
周
辺
で
は
自
然
と
調
和
し
た
野
外
彫
刻
を
楽
し
め
る
ま
ち
で
す
。

札
幌
市
と
道
南
を
結
ぶ
交
通
の
拠
点
・
喜
茂
別
は
、憩
い
と
や
す
ら
ぎ
を
提
供
す
る
ま
ち
。ま
ち

の
情
報
や
特
産
物
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ス
ポ
ッ
ト
、中
山
峠
の「
道
の
駅　

望
羊
中
山
」と
市

街
地
の「
郷
の
駅　

ホ
ッ
と
き
も
べ
つ
」を
有
す
る
ま
ち
で
す
。

優
秀
な
指
導
者
や
先
輩
に
恵
ま
れ
て
い
る
喜
茂
別
は
、ス

ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な
ま
ち
。特
に
昭
和
27
年
か
ら
連
盟
を
つ

く
っ
て
活
動
を
し
て
き
た
剣
道
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
で

は
、歴
代
の
選
手
た
ち
が
数
々
の
優
勝
を
お
さ
め
、そ
の

名
を
と
ど
ろ
か
せ
た
ま
ち
で
す
。

豊
か
な
水
量
と
清
流
に
恵
ま
れ
た
喜
茂
別
は
、道
内
で
も
有
数
の
農
業
の
ま
ち
で
す
。

な
か
で
も
、北
海
道
を
代
表
す
る
初
夏
の
味
覚
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
開
拓
使
が
も
ち
こ

み
、昭
和
4
年
に
本
格
的
な
栽
培
が
始
め
ら
れ
た
、ま
ち
で
す
。

豊
か
な
自
然
と
景
観
を
も
つ
喜
茂
別
は
、こ
の
美
し
い
生
活
環
境
を
整
え
て
次
の
世

代
に
も
伝
え
て
い
こ
う
と
取
り
組
む
、エ
コ
な
ま
ち
。ゴ
ミ
の
減
量
化
や
資
源
化
に
取

り
組
む
ほ
か
、リ
サ
イ
ク
ル
の
徹
底
や
下
水
処
理
な
ど
、環
境
に
配
慮
す
る
ま
ち
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
、行
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
町
民
み
ず
か
ら
が
企
画
か

ら
運
営
ま
で
参
加
す
る
喜
茂
別
は
、活
気
の
あ
る
ま
ち
。各
地
域
ご
と
の
行
事
や

周
辺
地
域
と
の
交
流
な
ど
も
盛
ん
で
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
が
多
い
ま

ち
で
す
。

W h a t  k i n d  o f  p l a c e  i s  K i m o b e t s u ?
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北海道でいちばん先に「水の郷」百選指定されました！

「水の郷・きもべつ」の清流を維持するためには、たゆまぬ努力が欠かせ

ません。渓流釣りのメッカ・尻別川には全国のファンが集まりますが、「ヤ

マベを守る会」と「竿好会」では、年数回ヤマベやニジマスの稚魚放流を

行っているほか、手づくり看板で釣り人に河川愛護を呼びかけています。

また「竿好会」は、毎年５月から11月まで、尻別川の空き缶やゴミを拾う河

川美化運動を続けています。

喜茂別の美しいせせらぎは多くの人々に支えられています。

美しい自然はボランティアが守っているよ

町内で数ヵ所見られるホタルの生息場所をよりよい条件で保
全するための「ホタル学習会」が開催されています。

竿好会が主催する喜茂別橋付近での「釣り大会」は、お盆
で帰省した家族向けに始めたイベント。毎年好評です。 

せせらぎと釣りを楽しむ

毎年恒例の「尻別川クリーン作戦」には大勢の町民が参加。
ゴミを拾い集め、尻別川を美しく蘇らせます。

尻別川クリーン作戦 

尻
別

国道276

国道276

国道230比羅岡

留産

相川

尻別岳

喜茂別 伏見

小喜茂別岳

蓮莢山

富士見台
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福丘 鈴川

金山
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壮
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福
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川
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黒
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中
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喜
茂
別
1
号
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ツ
ツ
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ン
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リ
ベ
ツ
川

ホタルの里の保全を！

すぐれた水質と豊かな水量に恵まれ、環境庁

から「水の郷」としての認定を受けている喜茂

別町。

尻別川とその支流に沿って広がる町が、北海

道内でも有数の農業地帯として豊かな発展を

遂げてきたのも、恵まれた自然環境のおかげ

です。

水の郷にふさわしく、市街地を流れる喜茂別

川には親水性に配慮した河川公園を整備。ま

た、子どもたちが幼い頃から川と親しめるよ

う、尻別川や喜茂別川ではカヌーやイカダ下

り、ラフティング、川の観察会などの行事が数

多く実施されています。

山から流れる清流とふれあえるんだよ

喜茂別という町名は、アイヌ語の「キム・オ・ペツ（山の多い川）」から転化したもの。尻別

川・喜茂別川など大小41の川が流れ、別名「えぞ富士」で親しまれる羊蹄山や尻別岳など

の山々に囲まれたまちは、四季折々の表情がまるで美しい絵のようです。

山々の鮮やかな緑とせせらぎの心地よさが解放感を与えてくれる夏。豊かな収穫と、錦

絵のような紅葉を迎える秋。雪化粧をした羊蹄山が鮮やかに映し出され、澄んだ空気が

まちを包む冬。その後、ゆっくりとした歩みで、生命の息吹に満ちあふれた春がやってき

ます。四季の折々にふれて自然が雄弁に語りかけるもの。それは、人は自然によって育ま

れ、生かされているということ。

喜茂別町の豊かな自然は、住む人、訪れる人の心とからだをいつも癒してくれています。

豊富な山と川が美しい景色を見せてくれるよ
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この美しい環境を、いつも、いつでも、いつまでも!

バーク堆肥生産施設では、家畜農家からの糞尿と粉砕

バーク工場で生産されたバーク、生ゴミのコンポストを混

入し、熟成堆肥を作ることで、ゴミの減量と資源化を図っ

ています。

ゴミの減量化に励んでいるんだよ

低炭素化の実現に向け、町内に設置している街
灯を省エネ効率の高い発光ダイオード（LED)に
順次取り替え、二酸化炭素排出の抑制と夜間の
安心・安全を確保します。

街灯のLED化で明るく安全に 

町営野球場のトイレをバイオト
イレに切り替えました。水を使
わずに普通のおがくずを使っ
てし尿を発酵、分解させます。

ゴミ収集のボランティア活動には子どもからお年寄りまで
積極的に参加しています。

バイオトイレ

容器包装プラスチックは資源化
されます。廃プラスチックの分別
をきちんとすることが、経費の節
減とリサイクルに役立ちます。

廃プラスチック分別の徹底を！ 

比羅岡にあるリサイクルセンターでは、各家庭から出さ
れた廃プラスチックやビン・缶・ペットボトルを分別し、
再生・処理しています。

資源化のために分別・再生

各家庭から出された新聞・雑誌・
段ボールやミックスペーパーな
どは、愛和の里作業所で内容点
検と再分別を行い、再生されてい
ます。

紙類もきちんとリサイクル 

ゴミ収集ボランティア活動バーク堆肥生産施設

尻別川や喜茂別川の清流に育まれた豊かな自然と景観。この美しい生

活環境を整え、衛生的で明るいまちづくりに取り組んでいくことがまちの

使命です。下水道の終末処理場「きもべつ浄化センター」は、家庭など

から排出される汚水を集め、きれいな水にして川に戻す施設で、喜茂

別町の川の環境を守るのに大きく役立っています。この処理水が水質汚

濁防止法等に定められた排水基準を満たすように処理の各工程で水質

検査を行い、きれいな水環境を守ることにつねに努力を重ねています。

よりクリーンな水環境をめざしているんだよ

きもべつ浄化センター

喜茂別町では、環境への負担が少ない持続可能な社会をめざして、廃棄物の発生抑制、再利用、再資源化などの取り組みを

進めています。特に、生ごみの分別回収を実施し、焼却ゴミの減量化と生ごみの堆肥化を促進。近隣町村と協力して広域的に

収集･処理を行うことで処理費用のコストダウンを図っています。一般廃棄物の最終処分は、水処理施設の規模を縮小させ、

廃棄物や臭気の拡散防止、カラスなどの飛来防止が期待できるクローズド型（屋根付き）の最終処分場を採用しています。

リサイクルして有効活用しているんだよ
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自然と調和し、土づくりから展開

喜茂別町の基幹産業は、恵まれた自然環境を生かした農

業です。近年では、喜茂別町の気候、風土に適合したメロ

ンやトマトといった高収益作物の栽培も盛んで、市場か

ら高い評価を受けています。また、安全で良質な農作物

を生産するために土づくりから展開。畜産農家との連携

を図った堆肥を生産し、その利用を促進することでクリー

ン農業をめざしています。さらに、花き栽培も盛んで、イ

ンパチェンスやベゴニアなどの一年草をはじめ、多種多

様な花々が生産されています。

アスパラや馬鈴薯、メロンや花を育てているよ

喜茂別町は、昭和4年羊蹄山麗の火山灰地で日本ではじめてアスパラガスの本格的栽培

が始まった土地です。色鮮やかなグリーンアスパラガスは北海道を代表する初夏の味覚

として有名です。

また、上品な甘みと味わいが売り物のホワイトアスパラガスを、その新鮮なおいしさをそ

のままに缶詰にしたのがクレードルのアスパラ缶です。昭和７年に製造を開始し、日本を

代表する味として世界に輸出され、今も愛されています。

日本でいちばん最初にアスパラを本格的に栽培したんだよ

秋の馬鈴薯収穫風景

馬鈴薯の花

ホワイトアスパラガス収穫風景

花き栽培

喜茂別メロン

町のシンボル的な存在のクレードル興農

タカラ牧場の乳製品

クレードル興農ブランド商品

ホワイトアスパラガス

アスパラを
利用した

「喜茂別
アスパラも

なか」が人
気です。
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やすらぎのオアシスロードでひと休み

一大パノラマが広がる
絶景の休憩スポットだよ 

道の駅に隣接し、連絡通路で往来できる「中山峠森の美術館」は、北海

道の魅力を存分に伝えるスペース。屋外には著名な彫刻家による野外

作品が展示され、自然とアートが融合した世界を創り出しています。

●喜茂別iセンター
ニセコ・羊蹄、小樽、積丹など、後志地域の観光総合情報サ
イト「しりべしiネット」による最新情報を提供しています。
http://shiribeshi-i.net

●シーニックバイウェイプラザin中山峠
「シーニックバイウェイ北海道」。このプラザでは、各ルート
の観光情報・地域情報を写真や映像等で提供しています。　
http://www.scenicbyway.jp/

喜茂別をはじめ、
後志の特産品がゲットできるよ 

年間300万人もの観光客が訪れる旅の拠

点が道の駅「望羊中山」です。国道230号の

ほぼ中央にある中山峠にあり、平成５年４

月に道の駅として指定されました。羊蹄山

やニセコ連峰を一望できるこの「道の駅」

には、シンボルの「アスパラガスの塔」が立

ち、喜茂別町の素材を生かしたおみやげ品

や味わいが揃っています。大駐車場と24時

間利用できるトイレが完備され、訪れる

人々に情報や特産品などの提供を行って

います。

開館時間／8：30～17：30
定 休 日／ 年中無休
所 在 地／ 〒044-0223　
 虻田郡喜茂別町字川上345番地
 TEL.0136-33-2671
 FAX.0136-33-3475アスパラガスの塔/

平成8年度野外広告物コンクール公共広告
部門で北海道知事賞を受賞したモニュメント

峠のあげいも 
望羊中山イチオシの
名物“あげいも”が人気。

峠のあげいも 
望羊中山イチオシの
名物“あげいも”が人気。

平成22年４月、国道230号沿いの喜茂

別市街地にオープンした郷の駅「ホッと

きもべつ」は、新しいドライブスポット。こ

こでは後志管内の特産品を販売するだ

けでなく、ラーメンやうどんを味わえる

イートインや、「喜茂別ロック」「コロッ

チ」など新しいご当地グルメが楽しめる

コーナーがあります。また町をＰＲする

インフォメーションセンター、町民のコ

ミュニティスペースも兼ねていて、喜茂

別町の新しいにぎわいを生む空間とし

て期待を集めています。

郷の駅「ホッときもべつ」全景

道の駅「望羊中山」全景

トイレ・インフォメーション施設

全国公共トイレの中でグットトイレ10に選ばれた
中山峠観光トイレ「森のしずく」

きもべつ　周辺マップ

開館時間／お土産コーナー　9：00～20：00
 フードコーナー　10：00～18：00　
 （トイレは21：00まで）
定休日／ 年中無休
所在地／ 〒044-0201　
 虻田郡喜茂別町字喜茂別306-3
 TEL.0136-55-5130 
 FAX.0136-55-5131
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